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Ⅰ．研究の背景と目的
　現在の，小学校の学校現場では，子ども達の体力

低下が問題となっている（中村，2008）．全体的な

傾向として，例えば筋力・柔軟性・調整力…といっ

た「体力」の単に数値の低下だけでなく，十数年前

の子ども達が当然のこととしてできていた様々な

「動き」ができなくなっているように感じる．特に，

戸外を元気いっぱいに走り回って遊んだり，家の手

伝いをしたりする中で，ごく自然に培われてきた運

動中の危険場面での「からだを守る身のこなし（以

後，危険回避の基礎的な「動き」）」ができなくなっ

ていると感じる．不意の転倒により，手を出して簡

単に前腕を骨折あるいは手首を捻挫する．手を出せ

なくて顔面を強打する．マット運動の後転運動で勢

いよく回転して首を痛めるなど，教師の“予期しな

いところ”“予期しない原因”でけが（捻挫，骨折な

ど）をする児童が増えている．こうした原因の一つ

として，最近の子ども達の遊びの内容や環境の変化

等によって，危険場面の経験の不足（未経験）によ

り危険回避の基礎的な「動き」が十分に習得されて

いないことが予想される．もしそうであれば，学校

における体育の授業は，けが・危険場面に対する自

己防衛のための基礎的な動きづくり・からだづくり

も積極的に行う必要性があるのではないだろうか．

「楽しい体育」から「危険を回避できる体育」も求

められる時代になっているのかもしれない（木次，

2008）．そのためには，近年，児童がどのような運

動場面・状況でけが（アクシデント）や危険（イン

シデント）に遭遇しているかを把握・分析し，けが

や危険を予防する手立てとしての動き・からだづく

り教材や学習の場などを明らかにし，体育の授業の

中で取り組んでいくことが求められよう．

　そこで，平成２０年度はまず著者自身が十数年間の

小学校教員生活で経験した体育の授業を主とする運

動指導の場面で，予測に反して児童が行動し，けが

や危険な場面に遭遇した事例―「ヒヤリ」「ハッと」

したことについての事例収集（以後，ヒヤリハット

事例とする）を行った（天羽ほか，2009）．

　そして，本年度（平成２１年度）では，けがや危険

を予防する手立てとしての動き・からだづくり教材

や学習の場などを検討し，危険回避の一つ能力と考

えられる「動的バランス」を手がかりに，その効果

を検証した．

　また， 今年度は２０年度に明らかにした著者自身の

ヒヤリハット事例について，小学校教員間での共有

性や有用性を高める為に，校内研修での意見交換や

さらなる事例収集（資料１）を行ない，その内容に

ついて吟味を重ねた．

　さらに，平成２１年度は，不安定な片足支持での運

動が要求される片足連続跳躍能力に関する発達傾向

に関しても調査研究（丸橋ほか，2010）も行い，児

童生徒の運動能力についての把握に努めた．

Ⅱ．�けがや危険を予防する手立てとしての動
き・からだづくり教材や学習の場の構想

　著者自身のヒヤリハット事例の分析（天羽ほか，

2009）から，危険回避のために取り組むべき第一の

課題は，「転倒，落下での怪我の予防」と考えられた．
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　そこで，それらの怪我予防に必要な運動能力を図

１として設定し，その運動能力を高める運動材とし

て，体育授業の準備運動等で簡単に実施できる運動

として，以下の５つの運動系を構想した（図２，写

真１）． 

①把握系：雲梯等にぶら下がることや，棒等をしっ

転倒・落下の怪我の推定原因

着地面の先取り不足

着地衝撃を緩和する動作不足

転倒・落下の怪我の予防課題

落下を回避する把握力不足

運動中のバランス保持力の不足 体幹操作力の改善

受け身・接転力の改善

把握力の改善

腕支持力の改善

動的バランス力の改善

図１．転倒・落下の怪我の推定原因と予防課題
図１．転倒・落下の怪我の推定原因と予防課題

アンバランス系 支持系

体幹操作系受け身／接転系 つばめ／つばめ振りとび

把握系

写真１．転倒･落下で怪我を防ぐために構想した準備運動の例写真１．転倒・落下で怪我を防ぐために構想した準備運動の例

図２．転倒・落下で怪我を防ぐために構想した準備運動
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かり把握できることを狙いとした運動材

②体幹操作系：腕や脚で自分自身の体幹を自由に操

作することを狙いとした運動材

③アンバランス系：不安定な状況・条件で，物体，

姿勢，移動，回転のバランスを保持することを狙

いとした運動材

④腕支持系：腕で体重等を支えて，姿勢を保持する

ことや，移動することを狙いとした運動材

⑤受け身・接転系：胴体等をしならせ，順次に地面

と接地することや，後方に倒れることに対して衝

撃を吸収することを狙いとした運動材

　なお，これらの運動材の必要性は，平成21年度に

行った校内研修でも多くの教員から実施すべきもの

であるという賛同が得られるものであった（資料

２，３）．

Ⅲ．�転倒，落下での怪我の予防を構想した準
備運動の効果

　前述の構想した準備運動を平成21年12月より平成

21年11月までの約12 ヶ月，体育授業の準備運動で

意識的に毎時間取り入れるようにした．指導は，体

育専科となる教員（著者）が実施し，適宜，児童の

達成度や意欲により各運動材を配置し，全学年（表

１）に対して実施した．なお，本指導は現在も継続

している．

　その結果，多くの教員より児童の身のこなしの改

善が報告されるようになった．そのような効果を客

観的に把握する一つの指標として実施した「木柱歩

行による動的バランステスト」（三田ほか，2009）

も12 ヶ月間の介入前後（平成20年12月と平成21年

11月に計測を実施した）で大きな改善が見られた．

この木柱歩行による動的バランステストは，図３に

示すような10cm四角，長さ4mの木柱（両端から

１mのところに印をつけてあるもの）を使用し，後

方歩行での，台上２m間を２往復（合計8m）の移

動実施時間を測定するもので，体操競技選手，球技

選手及びウインドサーフィンの競技選手で高い能力

（短時間での移動）が示されるものである．図4は，

表１．動的バランステストに参加した平成20年度と平成21年度の児童数

年度・学年　　1年　　2年　　3年　　4年　　5年　　6年　　合計

平成20年度　  18　　 11　　 10　 　16 　　25　　 14　 　95　　

平成21年度　  13　　 20　　 12　 　12　　 16　　 24　 　97　　

(単位:人）

図３．木柱を用いた動的バランステスト(三田ほか，2009）図３．木柱を用いた動的バランステスト（三田ほか，2009）
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怪我等の予防のための準備運動等を意識的に介入し

なかった平成20年度と意識的に介入した平成21年度

における各学年の平均値と標準偏差を示したもの

である．３年と５年で有意な差（P＜0.05）が認め

られた．また，同一児童における１年間の変化（図

５）を見ると，いずれの５学年も有意な改善（P＜

0.01-0.001）が認められた．このように，転倒，落

下での怪我の予防を構想した準備運動等は，動的バ

ランス能力を改善させ，転倒，落下での怪我の予防

の可能性があると考えられた．

Ⅳ．まとめにかえて
　今回，著者が構想し，取り組んだ準備運動等は，

優れた小学校教員にとっては当たり前のことで，さ

して特別なことでないかもしれない．しかし，著者

が取り組んできた準備運動や動き・からだ作り運動

を「運動による怪我の予防」という視点より整理・

再構築し，継続的に実践し，その成果を評価してみ

ると，確かに児童の運動能力（動的バランス）が高

まり，課題としていた「子供の運動場面での危な

さ」を感じることが少なくなった．これは，児童に

対して意識的＝体系的・計画的な運動材の提供やそ

の実施が非常に重要で，このような積み重ねこそ

図４．介入前後における各学年の動的バランスの変化
（＊：ｐ＜0.05）

図５．介入前後における同一児童の動的バランスの変化
（＊＊＊：ｐ＜0.001，＊＊：ｐ＜0.01）
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が，次の時代を担う子供達への大きな贈り物になる

ことを強く感じた．従って，今後もこのような取組

は継続し，広く校内，地域（家庭を含む）で共有し

ていく必要があろう

　今後は，懐古的な意味でなく，安全を確保しなが

ら児童が「たくましく，生きる力を育める」よう

に，さらに日常生活・遊びの中で取り組ませたい活

動例を示すなどして，さらに運動実施の機会拡大と

積極的な展開がなされる指導に取り組みたいと考え

ている．
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